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事 上 心て tt書 痛 ';1li. h 札 付 と JL tz ■■一■■ rqL ● ◆ ■ ★‡ぐろ十■ー■ーEEnいし▲キヤ Ĵ/十 ■Jl 内JS 内I 的手札4 +AバンL▲ウL+十十十,rJJa IL 1洗た くM十止 t■ flilFN-切々 )∝9I-タイ/ t191L91Lvl■スライス .中 1tqト/ナIFllE)-ス 】恥Mサイ.

r10中入り lノ書■品l斤LL恥 入り lFL的 入り】★くモニターの■

1■+ .Iか

39)7与-】38 E更上 tl公 公k の 公 ▲

屯伐 ～ ' 7b.- Ty 蟹■L に そ裏 声 紬 童 墓 室 害 毒 仝 丘 ｢･塁圭 溜 芸 誓◆ √ ■ ○I ,tJ～ がf i ｣ 7b1●ル と Zi北 IT三一｢~- ∇ ITEーT 書 ∇ ∇F12I七 'jL∇ 先 兵 兼tA町 一丁ー1カ ー-∇ ∇町 丁 中 甘FIIJJd∇ ∇ ■丁I + T■ ■ PLL=生1 ■ チ i .てん Ⅶ ホ 書 】月 1 ■NLあ R rJElrJ鼓 す のit や - ∇ ∇ ∇ 且 ●便二 b T 中 萱 ■ 阪 壬FlFf∇ 巾 ケ 巾 ∇ 1∇ .学 マ 丘 ∇ 扱 けあ T Ldけ 二 X 煮 る中 日 粥 JtT 妃 や Lめ V ≡ 巾 EIや ■丁 とit あ T V マ 町 V に六 め ∇ bl名 T

市
保
健
令
ン
タ
ハ
二
条
大
路

剛
一
丁
目

官
@
一
一
一
ご
と

冒
毎
会
民
館
ハ
学
園
定
二
γ
日
v

マ
安
宅
対
象
児
は
昭
和
臥
年
m

m
e
ま
れ
・
身
長
体
室
副
定
、

診
療
、
凋
怠
歯
科
俊
弘
降
、
口
盟

i

f

り

ま

す

・
i

E

E

m

S

E

E

S

 

R
L
日
以
降
の
転
入
者
令
そ
の
他

の
事
情
で
届
か
年
い
人
は
幽
僚
主
ホ

f
lb
'
t
i
?
i'
1
s
'l・
i
i?

?
?
?
1
1
0
'ih

-
-h
i
;
'
i'
!
A'
t
;
'ia

i

t

・
i

E

z

i

;

ー

へ

・
1

1

;

?

臼

5

2

2

m

人

話

し

込

み

は

E

j

減
竃
中
心
に

お

り

E

E

聞

は

い

z

z

f

z

z

く

4

2

2

せ

ま

T

た

闘
8
1

5

2

菌

室

値

引

固

ま

で

に

E

健

セ

ン

タ

ー

?

"

T

2

2

・
母

子

E

Z

Z

空

富

一

日

一

一

》

T

-

調

書

主

人

事

同

日

5

2

産

鑑

《

喜

二

二

t

s

'

を
お
忘
れ
な
く
・

へ
・
他
絞
区
松
順
次
a
m
-
-

院
の
知
・
罰
金
調
停
め
、
そ
れ
金
日
常
同
時
R
戸
広
》
宵
M
a
A
Z
M
民
館
多
般
の
場
合
俗
抽
選
・

ま
た
、
妊
産
婦
a
u
m
-
-
惨
も
と

布
保
健
全
ン
タ
1
2
一
条
大
路

【受
ω
り
ち
れ
低
い
子
】
①
慣
区
生
活
に
生
か
ぜ
る
よ
う
安
置
を
ま
同
n
u
内
火
V
飛
島
公
民
館

ロ
担
豆
町
生
@ど

=

繍
の
衡

の
四
極
で
関
崎
に
実
施
し
ま
す
・

陶
-
丁
目
ν

で
つ
ダ
め
週
ち
実
絢
ポ
り
定
厳
し
ん
凪
し
ん
お
じ
え
て
、

『成
人
自
問
級
車
』
A
誠
局
幻
口
A
+
念
保
自
公
民
館
パ

牟
ル
属
品
不

=
生

週

間

内
市
保
健
セ
ン
タ
マ
】

し
ま
す
・
カ
ヲ
2
隠
ツ
反
応
判
定
た
ふ
〈
か
d

曹
の
予
防
織
橿
か
」
ヲ
各
塩
の
食
生
活
を
勾
え
忍
V
を
つ
ぎ
向
調
口
内
火
》
伏
見
公
民
館
《
6
月
4
R
t
m
R
V
K
名
信
ん

6
月
9
目
ハ
+A
v

-

-

E

飛

鳥

と

B

C

C

鑓

種

目

・

4
温
間
そ
の
他
の
予
防
帰
櫨
か
の
a
w
公
民
館
噌
闇
・
き
ま
す
・
崎
間
同
羽
目
《
水
V
堂
右
両
易
会
眠
術
館
一
で
、
宿
L
C
宮
市
闘
"
"
医
局
会
が
市
福

佐

保

摘

奪

伏

見

明

治

5

月

お

図

《

初

日

》

宍

条

査

費

ら

2

調

間

山胤
L
E
た
吻
て
い
は
い
よ
γ

は
い
ず
れ
も
午
後
1
断
専
t
3
崎
7
n
e
日
【
水
〕
富
鍾
内
前
公
民
館
一
旬
公
民
舗
で
『
お
ロ
の
健
康
』
L
C

結
束
図
原
修
生

hx‘
ケ

丘

厳

阪

鳥

見

冬

校

区

⑨

1

年

以

内

k

o

a

-

っ

け

〔

リ

い

半

・

各

定

M

m

u

ω

像

以

上

の

成

人

一

一

一

『

I

興
味
漂
い
動
物
の
悔
」
の
パ
ネ
ル

佐

保

ム

E

各

佼

区

6

月

1

B

A

3

目

》

飛

鳥

あ

令

れ

ん

〕

を

箪

ζ

し

た

子

⑥

臨

し

ん

十

回

人

m若
草
会
民
舗
は
AT
八
一
民
不
舎
を
次
め
温
り
開
a
管
室
す

問

山

日

〔

木

》

大

宮

大

昨

夜

今

西

め

他

也

両

信

唱

曲

剛

各

校

区

画

風

し

ん

お

た

ふ

〈

か

ぜ

水

務

君

主

帯

主

E

1

1

主

主

寺

ぼ

う

そ

う

:

4

2

ロ

Z

Z

量

生

器

商

規

約

主

区

衡

が

拍

9

2

2

官

以

上

た

各

段

区

刊

ra
、
、
‘
』

E
'
E，
‘
‘
h
R司
A

対
象
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
当
ヲ
て
い
な
い
予
@
突
発
併
売
し
ん

開
泊
目
《
主
演
喪
主
禽
民
一

3
歳

児
健

酷

π

闘
で
生
後
6
カ
月
以
上
す

4・
一
と
ぴ
ひ
が
泊
。
て
か
ら
2
週
岡

市

東

市

槽

発

修

院

百

一
r
i‘
，
t
・
‘
.
.
.
 am
r
、
‘
U
一

で
の
未
検
査
の
予
と
、
前
凶
-
回

一
以
上
た
。
て
い
径
い
子
⑥
免
磁
グ

i

f

i

各

一

健

3

2

2

Z

A

百

二

九

品

"

で

豊

富

牲

の

E

7

L

1

2

1

校

区

一

求
辻
町

・・
@
大

一
七
一
v
・
対
象

一
は
ぜ
ひ
受
付
さ
せ
で
〈
だ
き
い
・
一

上
た
?
で
い
仰
怖
い
予
・

門
出
回
毎
公
民
館
で
】

一
見
M
昭
和
鈎
年
同
月
2
目
t
閥
的
一
時
聞
は
午
後
2
崎
t
3
時
・
直
獲

一

，<! 

i健4
i宇i
畠 晋 に

1査;

昭町陥3ff-5R15日よだ民市良奈

多毘
輯 3

必
忘
れ
な
〈

現
況
眉
を

l

1iI632号

置

長

年

金

の

2

5

2

を
受
げ
て
い
る
人
M
P
制
舎
続
舎
年

i

i

s

i

舎

で
す
・
提
巾
也
会
孟
れ
る
と
年
金

の
支
給
が
一
嶋
比
め
切
れ
る
乙
と

1

2

す

き

れ

で

土

現

況

鳳

E

z

z

f

・

い

で

i

i

f

z

i

-

-

て

そ

れ

ぞ

れ
の
纏
幽
期
限
定
で
に
霊
し
て

6
R
n
日
《
本
》
あ
や
め
槍

白鳥

奥
富
・
宙
開
幽
司
個
男
一
一
名

苦
笑
E

E

讐

一

一
宮

童

話
2

2

字

書

z

・2

経
錫
の
た
め
の

''o，
J

一

母

親

教

室

一

量

5

;

ー

ま

で

の

誌

の
た
め
に
、
次
の
n
a
で
酋
奈
良

傑
健
セ
ン
タ
ー

事
実
ケ
星

一了

旦
五

Eす
・

2

2

者

隠

E

z

s

r

?

っ

一

条
大
路
宙
開
-
丁
M
、・
・
@
-
一
司

-
v
へ
寧
し
込
ん
で
〈
M
に
さ
い
・

原
則
と
し
て
困
凶
虚
実
値
隔
で
き
る

令

官

2

2

二

十
五
λ
・

当
日

2
よ帳

E
t
-

-
-
時
間

u
官

E
4
i

時
半
・

6
月
6
臼
《
局
〉

ら
し
か
た
』

E

E

E

『員

E

歯

の

!

?

た

べ

も

の

』

関
お
日
《
月
》
『
庫
県
u
a
a
を
す

Z
@
ん
た
め
に
』

里

日

ハ

月

二

f

z

s

て
か
た
」『
塵
也
債
の
く
り
し
方
」

『
鰐
傾
ゅ
の
く

T

R

1

i

;

:

 

展
、
倫
u
"
健
齢
、
内
将
惨
事
、
身

長
体
重
腕
園
の
測
起
も
育
児

3

2

2

す

・

受
け
付
け
俗
午
働
酬
9
時
a
m
崎

場
L
C
午
後
】
時
t
2
時
虫
干
の
一
-園

依
子
手
艇
を
お
忘
れ
な
〈
.

E

2

日

芸

喜

里

大
綱
生
名
崎
駅
区

関
自
主
E

Z

梼

値
奥
陶
各
位
区

岡
崎
民
民
本
》
都
跡
あ
や
め
治

値帽.，
M
合
側
鉱
区

関
図
回
《
e
A
)
伏
見
伏
見
宙
開

i

E

 

主

人

E

a

s

-

-

=
担
-
-m
副
館
笠
留
を
冒
R
U積
立

老
人
医
a
'
e
入
院
臨
時
一
衛
&
同
組

毒
自
主

Z効
期
限

f

n
引
周
で
切
れ
脅
す
の
で
5
月

引
品
目
ま
で
に
必
憂
・
沼
を
錆
ヲ

て
市
差
人
緬
祉
関
2
一
条
大
路

陽
一了
日

・
@
-
一
一
一
v
ま

た
時
々
抑
制
a
'
z
m
途
修
所
で
李
餓

傘
し
て
〈
だ
き
い
・
徳
山
尾
粂
併
は

つ
ぎ
の
温
り
で
、
羽
a
a
山
足
畿
を

受
け
て
い
忽
い
人
で
も
翫
当
す
る

人
は
倫
相
指
し
て
〈
だ
さ
い
・

〈
だ
さ
い・

4
し
〈
信
市
首
長
年
金
懐

古

二

二

v

E

U

奈

良

社
会
保
険
破
書
房
〔
・・
@
一
三
七

O
V
1
 

【徳
山
置
期
限
】

①
雌
宅
齢
趨
a
a
忍
邑
町
忽
金
、
老島町

集
礎
年
金
H
属
生
月
の
月
末
ま

で

ハ
昆
金
月
に
社
会
傑
険
由
庁
か

ら
通
知
が
あ
り
2
・

⑧
陣
舎
昼
博
子
遺
児
年
金
と
軍

錫
年
金
《
事
楊
年
金
は
町
和
4

年
5
月
Z
U
伺
以
前
の
金
書
れ
の

人》

H
S
R
凱
口
三
マ
ハ
後

tー
か
ら
通
知
が
あ

り
ま
す
v
・

-
R
a
m
や
矢
来

で
所
得
が
低

〈
m
M
年
度
の

関
民
年
金
保
険

斜
を
納
め
る
ζ

と
が

2
2

の
た
め
に
そ
の
納
付
を
免
除
す

る
酬
度
が
あ
り
ま
す
・

一
定
の
百
雪
作
に
震
当
ず
る
人

は
剛
他
聞
し
て
添
留
さ
れ
れ
ば
保

時 一一一-

" ・険制を納・.， 
aに《い人に肱

Z納付免憶の・

5賓があります

告

が

免

除

さ

;

i

げ

る

憎

型

E

I

Z

-

ζ

の

;
閣
の

i三

分
の
-
K
減
額
さ
れ
ま
す
・
な
お

免
隙
期
間
中
の
保
険
制
利
他
同
年
ま

で
さ
か
の
ぼ
n
v
て
納
め
る
ζ
と
が

で
倉
重
す
・
ζ
の
場
合
、
納
め
る

E

2

2

2

2

2

の

a
m
に
政
令
に
定
め
る
額
を
加
算
し

た
旬
と
忽
り
ま
す
-

〈
わ
し
〈
は
宮
町
国
民
写
金
額

《省
@

一
一
一
一

》
へ
・

E

2

5

町

村

長

z

a

z

z

u

岡

i

創

免

除
さ
れ
て
い
墨
z
-
ー

を
働
福
祉
毎
金
受
給
，
.

師
走
置
の
交
付
血
管
費
げ
る
と
人

E

E

E

Z

は

一
区
三
副

理
2
品
度
と
な
り
ま
す

E

5

2

2

2

〈

E

福
祉
与
金
】
E
-
v
健
助
手
鍋

マ
健
厳
傑
院
医
マ
印
a
v
昭
和

室

1
1
日
以
後
の
費
者

は
i
の
市
町
村
発
行
の

喜

吉

の

Z

E

Z

眉
い
2
2
市
老
人
福
祉
緩

へ・

-一
セ

i
t
主

・5

ピ
ヂ
才
鑑
賞
舎

と

T
i

t
翌
年
3
月
の
繍
月
第
四
日
曜
B

午
前
均
的
t
正
午
胃v
a
加
者
引
市

内
在
E
心
身
障
喜
鬼
と
そ

の
家
事

上

映

E

H

面白
K

E

J

-

Z

主

事

繭

」

6
n1
H

(
さ
E

繭

公

益

月=~ 5 

...も山口ーの1I'>l::.Ifltに山岡山町、山ど咽固に

町 ……・帽を 網 、 で も ら い ま す.

111， 1111"f ~<:: ~I<I闘の肘叩崎叫判-e'7~どのH向く嚢むつ
で〈あと'われH この調査絶 .~.t崎されると蜘υと叩巴抗日訓悶〈起
きい.

今川 町 ば れL¥t....山崎陣山明2・氏陣・下りで酬しでl，"-" 
比問問問同町立もよい山う.岡山町"】

価 格 艦

制，.-揃
iト'"
1羽~掛

M-制

調 ~醐

1・ ト 醐

純白山

肉

"̂ 
舵

ム4ω0 

dU  • 7碕

.鈎.格
例

制
加
凱
悶
岡
山
町

位

l匂，. 

• 制御剛糊叫

出血りの，ももの " 
メータイ〆 l淘

出問句の多いもの

1t[(O!ηの多いもの，. 
l匂，. 

と繍電鍵目

まぐろ

止まむさ

"れいし&
キ守ペノ

大普賢

【ん"'

幽

勾肉

豚 肉
‘歯 肉

牛抗

毒拘 . 

貧パ μ

"うゆ
ザラ ダ司自

マーガリJ

-"奪事，

il!:ム〈附

合.去を制

ク"ーニング

「
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
」
。
「
酒
幽
な
岳

民
銀
」
屯
uc
・

園

&
i
 

zes 

陣
・
4

・
・
・
帽
箇
毎
月
易
一
一

金
曜
日
の
午
後
1
嶋
敬
2
4
時

【
副
院
民
休
舗
日
ほ
休
み
v
a宗

E

喜

重

喜

首

相

官

i

z

z

a

t

ン

タ

ー

p-"に

Zを
・

1綿 一 拍

!lO-391! 

醐~刷

158-~‘8 

"一四
1ト問

96-]1(1 

jZS-I8.l 

"・一翻
掴~醐

1[，5-3舗

2ト瑚

ム z
m 

7
4
ω
O
U
5
7
沼
崎
町
m

A
A
A
A
ω
企
ゐ
。

制

'" 
制
摘
出
出
山
小
川
出
掛
出
掛

スライス '!. IOC祖

f~ 't柑ロース】拘

内 け H 肉刷

町人η 1畑 1パノタ

Mサ 0'湘 À~ 1""タ

.過品 1斤

Jわり111111入η 締11:"'_1・1・
，~、ポリ..人 η ，. 
4均入り 1治

時^"み

パナサ

リ〆プ

と
舎
H
6
R
2
回
〔
本
》
2
9

日
《
本
V
午
前
9
時
t
午
後
9

写
E

7

E

公

民

館

一

階
固
ピ
l

・

市
@
下

水
温
主
事

が
温
み
、

ζ
の
ほ
と
つ
舎
の
富
の
一
樹
齢

三

百

f

i

t

-

末
段
使
z
m
M
U
使
え
る
よ
う
に
忽
り

E

た

-
Z

1

2

で

の

分

と
あ
わ
せ
て
五
万
三
十
5

3

2
2
;主
5

2
す
・

奈
良
阪
町
マ
般
希
今
町
一
9
・宿本

町
V
・情緒
町
マ
東
純
血
守
町
三
子

日
マ
ヨ
覧
ケ
丘
-
一了
目
マ
二
名

町
マ
中
山
町
マ
得
熊
町
マ
周子園

陶
一
了
H
V
学
輔
副
間
三
子
日
開v

t

z

型

了

同

Z

E

z

--
1

8

2

S

喧

ハ

1
日
マ
ム主楽町
マ
菅
原
町
マ
五

f

七

条

町

Z

E

S

E
E
元
町
一

丁
目
i

北
一
T
U
V
繍
路
町

下
水
温
処
理
区

爆
へ
三

O
蓋
戸

醐一揃

.ぐ

。"d. 
くそ=タ の眼〉

酔に入晴"を::9-11暗示レ時制副闘い.した.関困曲
ろた奪回刷L川崎附ど抽町

日闘 争闘 でも閉山崎りが日り 1融当たり棚叩町

市帥い山内りH 刊 た め B乱闘叫."'W8'，NI即日付

週来も1l.L¥I.A::t浩思い.した

川-，ro"" ，. ，.， 
l裕"句人

男性問" ター γ ，ソ

!!¥リン


	奈良市シルクロード博記念館オープン
	平城宮跡に近く大池に浮かぶ歴史の浮御堂
	大和棟の純和風　環境にマッチした都跡公民館が完成
	春の叙勲に輝く人々
	6月1日はお互いに人権を守って明るい社会を！　人権擁護委員の日
	6・7月　市移動図書館巡回日程
	ツ反応検査　BCG接種
	消費生活モニター調べ　くらしの情報

